
次
世
代
が
ん
治
療

「ホ
ウ
素

中
性
子
捕
捉
療
法

（Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
）
一
の
共
同
研
究
を
行
っ
て

い
る
大
阪
府
立
大
と
製
薬
会
社

「ス
テ
ラ
フ
ァ
ー
マ
」

（大
薦
い

市
中
央
区
）
は
、
治
療
に
不
可

欠
な
ホ
ウ
素
薬
剤
の
開
発
拠
点

議

邸

畔

計

辣

ャ
ン
パ
ス

（堺
市
中
区
）
に
開

設
す
る
。
同
大
学
に
よ
る
と
、

同
薬
剤
の
本
格
的
な
開
発
拠
点

の
設
置
は
全
国
初
と
な
る
。

（２
面
に
関
連
記
事
）

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
思
者
の
負
担
が

重
い
放
射
線
治
療
に
代
わ
る
治

療
法
と
し
て
注
目
さ
れ
、
人
へ

の
臨
床
試
験
も
行
わ
れ
て
い
る

が
、
実
用
化
に
は
、
楽
剤
の
精

度
向
上
や
量
産
化
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
同
大
学
や
同

社
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
や
ホ
ウ
素
薬

剤
の
研
究
開
発
で
蓄
積
が
あ
る

両
者
の
力
を
よ
り
融
合
さ
せ
る

と
と
も
に
、
全
国
で
唯
一
、
Ｂ

Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
治
験
で
使
う
加
速
器

が
本
格
縁
働
し
て
い
る
京
都
大

原
子
炉
実
験
所

（大
阪
府
熊
取

町
）
な
ど
と
の
連
構
も
視
野
に

早
期
の
実
用
化
を
目
指
す
。

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
、
が
ん
細
胞
の

増
殖
に
必
要
な
栄
養
分
と
し
て

取
り
込
ま
れ
や
す
い
特
性
を
持

つ
ホ
ウ
素
薬
剤
を
投
与
し
て
か

BNCTの
しくみ

がん細

がん細胞が
ホウ素を取り込む

中性子線を照射

ホウ素と
中性子の核反応
で放射線が発生

がん細胞だけが
破壌される

来春にも

ら
中
性
子
線
を
患
部
に
照
射
、

ホ
ウ
素
と
核
星
応
さ
せ
る
こ
と

で
、
手
術
せ
ず
に
が
ん
細
胞
を

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
破
壊
す
る
最

先
端
の
が
ん
治
療
法
。

従
来
の
放
射
線
治
療
で
は
周

囲
の
正
常
な
細
胞
ま
で
傷
つ
け

て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
っ
た

が
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
が
ん
細
胞
だ

け
を
狙
い
撃
ち
で
き
る
た
め
副

作
用
が
少
な
い
利
点
が
あ
り
、

騨

鰹

趙

鶉

ん
に
特
に
有
効
と
さ
れ
る
。

新
設
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
大
阪
府
立
大
の
切
畑
光
続

特
認
教
授

（生
命
化
学
）
を
中

心
に
、
同
大
学
と
同
社
の
研
究

員
計
約
２０
人
が
開
発
に
従
事
。

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
要
と
な
る
ホ
ウ
素

薬
剤
が
、
が
ん
細
胞
だ
け
に
取

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
精
度
を
高

め
る
と
と
も
に
、
が
ん
の
種
類

に
応
じ
て
有
効
な
薬
剤
の
研
究

開
発
も
行
う
。
Ｈ
月
末
に
工
事

を
終
え
、
来
年
４
月
か
ら
本
格

的
に
稼
働
す
る
予
定
だ

切
畑
教
授
は

‐Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の

研
究
を
よ
り
一
日
進
め
る
た
め

の
情
報
発
信
拠
点
に
し
た
い
一

と
話
し
て
い
る
。



大

阪

府

立

大

と
製

薬

会

社

「
ス
テ
ラ

フ
ァ
ー
マ
」

（大
阪

市
中
央
区
）
が
、
次
世
代
が
ん

最先端がん治療

大阪に「知」集積
治
療

「
ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉
療

法

（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
」
に
不
可
欠

な
ホ
ウ
索
薬
剤
の
開
発
を
行
う

研
究
拠
点
が
、
来
春

に
も
同
大

学
に
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ

た
。
大
阪
圏
に
は
同
大
学
や
同

社

の
ほ
か
に
も
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
に

関
わ
る
研
究
を
進
め
る
学
術
機

関
が
集
積
し
て
お
り
、

「
知

の

融
合
」
で
世
界
に
先
駆
け
た
研

究
を
進
め
る
環
境
が
整
う
。

（
１
面
参
照
）

大
阪
府
立
大
と
同
社

の
親
会

社

「
ス
テ
ラ
ケ
ミ

フ
ァ
」

（大

阪
市
中
央
区
）
は
、
約
１０
年
前

か
ら
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
共
同
研
究
を

開
始
。
新
し
い
研
究
セ

ン
タ
ー

の
設
立
事
業
は
、
平
成
２４
年
度

に
経
済
産
業
省

の

「
イ

ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン
拠
点
立
地
推
進
事
業
」

に
採
択
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
実

用
化

に
は
、

①
が
ん
細
胞
に
ホ
ウ
素
薬
剤
が

集
ま
る
か
を
確
認
す
る
事
前
の

Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断
②
が
ん
細
胞

に
高

い
精
度
で
取
り
込
ま
れ
る
ホ
ウ

素
薬
剤
③
が
ん
細
胞
を
破
壊
す

る
た
め
の
中
性
子
線
④
高
度
な

専
門
知
識
を
持

っ
た
人
材
―
の

４
つ
が
不
可
欠
と
な
る
。

こ
の
点
、
大
阪
圏
に
は
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
診
断

の
豊
富
な
経
験
を
持

つ
大
阪
大
▽
ホ
ウ
素
薬
剤

の
研

究
開
発
で
先
行
す
る
大
阪
府
立

大
▽
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
治
験
で
使
う

独
自

の
加
速
器
を
持
ち
、
す
で

に
中
性
子
緑
の
治
験
を
始
め
て

い
る

京
都

大

原

子

炉

実

験

所

（大
阪
府
熊
取
町
）
▽
国
内
で

唯

一
ホ
ウ
素
薬
剤

の
原
材
料
を

生
産
し
て
い
る

ス
テ
ラ
ケ
ミ

フ

ァ
ー
な
ど
が
集
中
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

研
究
の
世
界
的
先
進
地
と
な
る

下
地
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
実
用
化
は
、
産

学
官
連
携
で
進
む
研
究
開
発
を

促
進
す
る
大
阪
府
も
後
押
し
し

て
い
る
。
府
の
担
当
者
は

「集

積
を
生
か
し
、
将
来
的
に
は
、

大
阪
を
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
人

材
や
技
術
の
輸
出
拠
点
に
で
き

れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。


